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観測された津波の特性について

国土技術政策総合研究所 沿岸海洋研究部

主任研究官 熊谷 兼太郎

「東日本大震災」調査報告会

平成23年4月26日

2.2 津波

本報告の内容は速報のものを含んでおり
今後修正されることがあります
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GPS波浪計による観測（港空研）

深さ90km以浅・M≧5.0
背景図出典：気象庁ホームページ

震央とGPS波浪計の位置

500 km

200 km

観測システムの概念図

出典：国土交通省ホームページ

：運用中のGPS波浪計の位置

・太平洋沿岸で11基を運用中

（平成22年6月時点）

・日本海側で3基を設置済み

（平成22年8月時点）
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GPS波浪計の観測結果（港空研）

岩手南部沖（釜石沖）

出典：港湾空港技術研究所報道発表資料
（平成23年3月28日）

・釜石沖では津波の第1波が最大、第7波
までが顕著な津波として観測

・津波高さは、15時12分に記録した6.7m
が最大。なお、この高さの津波は、沿岸
(水深15m)では13m程度に増加する。

・峰の高さは、第1波が突出し、第2～7波
において徐々に低くなった。第4～7波は
第1～3波とは異なる形状で50分程度の

周期の波が繰り返されている。

拡大図
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TEC-FORCE調査隊

東北～関東地方の各港湾に，地震発生から約1ヶ月後までに
延べ31人の調査団（港空研・国総研の合同チーム）を派遣
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建物，斜面等に残された津波の痕跡や被害状況を調査

地震発生
（3/11）

10日後
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延べ31名

20日後
（3/31）
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調査項目と痕跡高さの定義

・来襲した津波の規模の推定
（浸水高さ，流向，流速）

・被害発生の経過の推定

・建物，斜面等に残る痕跡の調査
・沿岸域施設の被害状況の調査
・目撃者からのヒアリング

【調査項目】 【結果】

痕跡

痕跡痕跡 遡上高（R）

津波発生時の海面

浸水高（I）
浸水深

痕跡高さの定義
（浸水高と遡上高）
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津波の痕跡高さの分布

N
八戸港 約5～6m（I）
八戸港周辺 約8～9m（I）

久慈港 約8～9m（I）
宮古港 約9～10m（I），16m（R）GPS波浪計 6.2m

釜石港 約7～9m（I）
釜石港周辺 約17m（R）

大船渡港 約9.5m（I）
大船渡港周辺 約24m（R）

石巻港 約5m（I）
女川港周辺 約15m（I）

仙台塩釜港 塩釜約4m（I），仙台新港約8m（I）

相馬港 約10m（I），12m（R）
小名浜港 約4～5m（I），周辺約8m（I）

鹿島港 約5～7m（I）
茨城港 大洗約3～5m（I）

GPS波浪計 5.6m

GPS波浪計
計測できず

*出典：国総研・港空研報道発表資料（平成23年3月23日，4月4日，4月11日，4月22日）

GPS波浪計 6.7m
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釜石港における津波シミュレーション*1

*1 国土交通省港湾局・港空研
報道発表資料（平成23年4月1日）

*2 港空研・国総研報道発表資
料（平成23年3月23日）

GPS波浪計の
観測値6.7m

現地調査結果*2

6.93～9.04m
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津波による被害状況（宮古港）

ふ頭上の建物の被害 流木が突き刺さった家屋

海岸堤防背後の被害 倒れた松林と前面の洗堀

富田孝史氏（港空研）撮影

富田孝史氏（港空研）撮影

宮古港

N

1 km

①8.74m（I）

②

③ ④

①

②

③

④10.41m（I）
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津波による被害状況（八戸港・久慈港）

コンテナヤードの被害

富田孝史氏（港空研）撮影

海岸沿いの平地部の被害

・海岸沿いの平地部，津波が越流した海岸堤防背後では木造家
屋を中心にほとんど全ての建物が破壊されるような被害が発生

・港湾内に蔵置されていた木材，コンテナ等が多数流出

・海岸堤防背後の地盤の洗堀，場所により松林の倒壊が発生
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主要な点のまとめ

・国総研・港空研は，地震発生後の約1ヶ月間に青森県
～茨城県までの11港湾に延べ31人を派遣し調査を実施

・釜石沖のGPS波浪計では，津波の第1波として6.7mの
最大波を観測し、第7波までが顕著な津波として観測

・青森県～茨城県の主要な港湾で津波の痕跡高を測定

・海岸沿い平地部等の建物ほとんど全てが破壊される
ような被害，木材・コンテナの流出，地盤の洗堀，松林
の倒壊等が発生

本報告の内容は速報のものを含んでおり
今後修正されることがあります
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津波伝播のシミュレーション津波伝播のシミュレーション
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津波波形データの解析に用いた観測点津波波形データの解析に用いた観測点

33

□：海底津波計

◇：GPS波浪計

△：検潮所，海象計

☆：気象庁の震央

Fujii et al. (2011, EPS特集号投稿中)

津波波形の比較津波波形の比較
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赤：観測波形
青：計算波形

Fujii et al. (2011, 
EPS特集号投稿中)



シミュレーションに用いた断層モデルシミュレーションに用いた断層モデル
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断層面：500 km x 200 km
分割した各領域：50 km x 50 km

最大すべり量： 34 m

地震モーメント：3.2 x 1022 Nm
（Mw = 8.9）

青星：気象庁の震央

赤丸：気象庁の余震
（M5以上，本震後約1日間）

Fujii et al. (2011, EPS特集号投稿中)

海底地形変動（津波波源）海底地形変動（津波波源）

66
赤等高線：1.0 m間隔，青等高線：-0.5 m間隔 Fujii et al. (2011, EPS特集号投稿中)


